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排水路と河川をつなぐ管路。●樋
ひ

管
かん

の
要
因
と
し
て
、
学
力
ア
ッ
プ

大
作
戦
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
献
身
的
な
取
り
組
み
や
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
全
校
配
置
に
よ
る
効

果
が
極
め
て
大
き
い
。
意
識
調

査
で
も
、
よ
く
読
書
を
す
る
と

回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
司
書

教
諭
や
指
導
員
の
貢

献
も
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　
河
川
の
水
位
上
昇
に
よ 

っ
て
発
生
す
る
逆
流
現
象
（
バ 

ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
）
の
対
策
は
。

答
弁　
河
川
か
ら
の
逆
流
現
象

を
防
ぐ
た
め
、
樋ひ

管か
ん

に
水
門
を

設
置
し
て
い
る
が
、
水
門
を
閉

じ
た
た
め
に
雨
水
が
河
川
へ
流

れ
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
低
い

土
地
や
道
路
が
冠
水
す
る
こ
と

も
起
こ
り
得
る
。
今
後
、
樋
管

に
流
れ
込
む
排
水
路
の
状
況
を

調
査
し
た
上
で
、
当
該
地
域
へ

集
中
す
る
雨
水
を
分
散
す
る
方

法
を
検
討
し
、
適
切
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

質
問　
鉄
道
交
通
の
充
実
に
向

け
た
県
と
の
連
携
や
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　
県
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
の
３
年
間
で
、
県
内
の
鉄
道

路
線
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
、
県
と
沿
線

市
町
村
、
鉄
道
事
業
者
が
連
携

し
て
各
路
線
の
課
題
点
を
明
確

化
し
、
必
要
な
利
用
促
進
策
を

研
究
し
て
い
く
。
本
年
度
は
、

Ｊ
Ｒ
上
越
線
、
Ｊ
Ｒ
信
越
本
線
、

上
信
線
に
つ
い
て
進
め
ら
れ
て

い
る
。
本
市
も
積
極
的
に
参
画

し
、
鉄
道
の
利
便
性

向
上
と
利
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
持
続
可
能
な
開
発
目
標

と
し
て
誰
も
が
取
り
組
む
事
が

で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
は
。

答
弁　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
項
目
か

ら
成
る
国
際
目
標
で
、
国
を
挙

げ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
本
市
が
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
支
援
、

男
女
共
同
参
画
な
ど
あ
ら
ゆ
る

施
策
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
合

致
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
該

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
対
し
、
若
者
の
関
心
が
高
い

た
め
、
学
生
民
生
委
員
を
設
置

す
る
考
え
は
。

答
弁　
広
報
で
特
集
を
組
む
こ

と
で
、
民
生
委
員
の
活
動
へ
の

理
解
を
広
げ
、
活
動
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
い
る
。
今
後
、

若
い
世
代
に
向
け
た
取
り
組
み

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
高
齢
者
と
同
様
に
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
へ
の
助
成
の
考
え
は
。

答
弁　
毎
年
多
額
の
予
算
を
伴

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
費
用
対

効
果
も
含
め
て
、
必
要
性
や
緊

急
性
な
ど
も
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
国
や

他
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
た
い
。

質
問　
農
地
の
維
持
が
困
難
な

地
域
が
あ
る
中
、
市
と
し
て
の

農
業
振
興
の
進
め
方
は
。

答
弁　
市
は
６
次
産
業
化
の
推

進
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
支
援

す
る
農
業
者
新
規
創
造
活
動
補

助
金
を
創
設
し
、
生
産
者
の
意

欲
向
上
を
図
る
一
方
、
販
路
拡

大
の
た
め
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
海

外
輸
出
の
拠
点
と
な
る
現
地
法

人
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
農
チ

ュ
ー
ブ
高
崎
を
公
開
し
農
業
を

Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
組
み
合
わ
せ
着
実
な
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

質
問　

お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
を
無
料
に
し
た

経
緯
は
。
ま
た
、
民
業
を
圧
迫

し
な
い
た
め
の
配
慮
は
。

答
弁　
運
行
開
始
か
ら
３
カ
月

の
利
用
者
数
は
増
加
傾
向
で
あ

り
大
変
好
評
で
あ
る
。
車
椅
子

で
も
乗
降
で
き
、
利
便
性
を
最

優
先
に
無
料
運
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
警
察
署
や
運
輸
支
局
と

の
協
議
に
よ
り
、
運
行
ル
ー
ト

上
の
安
全
性
を
確
認
し
、
既
存

の
バ
ス
路
線
に
重
複
し
な
い
ル

ー
ト
と
す
る
な
ど
バ

ス
会
社
等
に
も
配
慮

し
た
上
で
決
定
し
た
。

質
問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

選
択
肢
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
が
あ
る
が
本
市
と
の
連
携
は
。

答
弁　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

支
援
で
は
、
教
育
委
員
会
、
学

校
、
民
間
団
体
な
ど
と
の
連
携

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
通
所
状
況
や

支
援
内
容
の
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
適
応
指
導
教
室
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
の
実
情
を
見
な
が

ら
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連

携
を
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
旧
オ
リ
オ
ン
座
を
含
む

中
央
銀
座
通
り
の
活
性
化
策
は
。

答
弁　
平
成
29
年
に
再
建
し
た

高
崎
レ
ト
ロ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
中

心
に
、
市
内
の
若
手
経
営
者
に

飲
食
店
の
出
店
を
促
す
と
と
も

に
、
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
を
運

行
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
を
波
及
さ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
組
織
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
が
一
過
性
に
な
ら
ず

定
着
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
旧
オ
リ
オ
ン
座
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
活
性
化
策

を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
国
が
創
設
し
た
立
地
適

正
化
計
画
と
は
。

答
弁　
住
み
や
す
い
生
活
環
境

や
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
に
都

市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に

よ
り
創
設
し
た
制
度
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
都
市
計
画
区
域

内
の
一
定
の
エ
リ
ア
に
、
居
住

誘
導
区
域
と
都
市
機
能
誘
導
区

域
を
設
定
、
住
居
や
医
療
、
福

祉
、
商
業
な
ど
の
生
活
利
便
施

設
を
誘
導
し
、
高
齢
者
が
公
共

質
問　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

影
響
で
高
崎
ま
つ
り
・
高
崎
山

車
ま
つ
り
の
日
程
を
変
更
し
た

理
由
は
。
ま
た
、
来
年
は
市
制

１
２
０
周
年
で
全
38
台
の
山
車

が
参
加
予
定
と
な
る
が
、
集
結

場
所
な
ど
の
計
画
内
容
は
。

答
弁　
従
来
ど
お
り
の
警
備
体

制
が
確
保
で
き
な
い
懸
念
が
高

ま
っ
た
た
め
、
各
実
行
委
員
会
、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

し
、
日
程
変
更
を
決
定
し
た
。

来
年
は
全
38
台
の
山
車
の
出
場

を
計
画
し
て
い
る
が
現
時
点
で

詳
細
は
決
定
し
て
い
な
い
。
集

結
場
所
や
交
通
規
制
の
検
討
が

必
要
と
な
る
た
め
早
い
段
階
で

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
た
い
。

質
問　
本
市
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
は
。

答
弁　
全
て
の
教
科
で
県
、
国

の
平
均
を
上
回
っ
た
。
好
成
績

交
通
に
よ
り
各
施
設
へ
ア
ク
セ

ス
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

質
問　
消
防
団
各
方
面
隊
に
よ

る
散
水
隊
の
結
成
に
向
け
た
経

緯
と
そ
の
効
果
は
。

答
弁　
昨
年
の
消
防
局
職
員
散

水
隊
に
よ
る
効
果
の
検
証
結
果

に
基
づ
き
、
本
年
は
消
防
団
・

各
方
面
隊
と
連
携
し
、
２
日
間

で
総
勢
１
３
０
人
の
消
防
団
員

が
18
カ
所
の
消
火
栓
に
配
置
さ

れ
、
道
路
や
歩
道
な
ど
に
継
続

的
な
散
水
活
動
を
実
施
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
参
加
者
や
来
場
者

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
て
い

る
。
今
後
も
市
民
が

安
全
に
楽
し
め
る
高

崎
ま
つ
り
に
し
た
い
。

消防団員による散水

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

治

水

対

策

　

公
共
交
通
の
役
割

白し
ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
後
の
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
日
程

　

本
市
に
お
け
る
学
力
向
上
対
策

林は
や
し 　

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

立
地
適
正
化
計
画

　

高
崎
ま
つ
り
な
ど
の
暑
さ
対
策

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

不

登

校

対

策

　

ま

ち

な

か

再

生

● 教育委員会教育長　　飯
いい

野
の

　眞
まさ

幸
き

 氏

● 教育委員会委員　　　重
しげ

田
た

　 誠
まこと

 氏

● 高崎市等公平委員会委員　長
なが

井
い

友
とも

之
ゆき

 氏

● 固定資産評価審査委員会委員　坂
さか

本
もと

正
まさ

樹
き

 氏

● 人権擁護委員候補者　山
やま

口
ぐち

美
み

千
ち

世
よ

 氏

● 人権擁護委員候補者　藤
ふじ

澤
さわ

秋
あき

子
こ

 氏

● 人権擁護委員候補者　上
かみ

和
わ

田
だ

　照
しょう

　吾
ご

 氏

同意した人事案件

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

本
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

耕

作

放

棄

地

　

お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー

提出された下記の請願を審議した結果、賛成少数
で不採択となりました。

● 日本政府に核兵器禁止条約への賛同と
推進を求める意見書の採択について

請願の審議結果

高崎の農業をテーマにしたYouTubeチャンネル。●農チューブ高崎

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年９月の国連サミット
で採択された国際目標。●ＳＤＧｓ（エス･ディー･ジーズ）

● 第６次総合計画策定による
施策を実施　　　　 （新風会）
　本市の経済は、さまざまなビジネス活性
化施策の効果により、緩やかな回復基調が
続き、市税収入においては、前年度を上回
る税収を確保している。 
　今後も第６次総合計画に基づき、限られ
た財源を有効かつ効率的に執行することを
期待する。

● 新しい高崎に向けた 
各種施策の実現   （市民クラブ）
　商業・工業・農業などの施策に対し積極
的かつ意欲的に取り組み、多方面にわたる
各種施策が功を奏し、市税収入の増加につ
ながった。また、市有施設の長寿命化への
方針も評価でき、今後も計画的な取り組み
を要望する。

● 生活困窮者への支援の強化 
　　　　　　　　（日本共産党）
　国保加入者は、非正規労働者や年金者、
無職者などが多く、保険証の返還により最
低限の医療も受けられない苛酷な状況であ
る。基金が基準以上であれば、国保税の引
き下げを決断するよう強く要望する。

決算議案への討論

賛成

反対


